
よしお通信新春号鵬

つめ、まっすぐすすむ⑪

搬娘請書＼言，∴ ノ、’離す∴ノ者　∴・ニ誌－′・一品＿一二一‥、、－∵宣長童子∵∴三一一㌦を一・一一 

ら‥∴一・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oi－ 

－‾1鵜℡○【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴7－、　　　　　　　　　　∴＋ 

●、＿＿つ　　　　　　　ii＿醗　　　繚＿＼． 　● 

言霊〝“息・ 

彊藍藍i謹轟 
高岩軍運上よ’て 　　る＿ つに中に「レ小 たつ国つジア型 �つ田町重宝堆毒嵯pm 聞iIi一∴筆 �叢壷二出藍二 　　1∴∴■〇〇〇°一一一〇m �∴“”iJ∵： 薯二王 

ご
あ
い
さ
つ

昨
年
行
わ
れ
た
衆
議
院
選

挙
で
は
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る

ご
支
援
に
よ
り
漆
原
良
夫
（
北

陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
）
の
当

選
と
共
に
公
明
党
は
、
改
選
前

よ
り
＋
議
席
増
の
三
十
一
議

席
と
な
り
、
大
勝
利
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
変
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
期
待
、
そ
し

て
「
日
本
再
建
」
へ
の
責
任
を

強
く
自
覚
し
、
党
一
丸
と
な
っ

て
戦
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
十
i
」

き
細
事
可
－
・

私
は
平
成
十
九
年
四

月
の
初
当
選
か
ら
、
こ

れ
ま
で
約
五
年
八
ケ
月

間
、
新
発
田
市
議
会
議

員
と
し
て
、
生
活
現
場

の
課
題
解
決
へ
、
ま
た

市
民
の
代
弁
者
と
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
一
人

で
も
多
く
の
方
々
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す。
豊
か
な
自
然
と
歴
史

を
あ
わ
せ
持
つ
新
発
田

市
が
日
本
一
住
み
や
す

く
、
働
き
や
す
い
、
ま

ち
に
、
そ
し
て
多
く
の

市
民
が
輝
け
る
地
域
社

会
の
た
め
に
、
全
力
で

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
質
問
は
毎
議
会
行
っ

す。

漆
原
良
夫
衆
議
院
議
員
（
国
会
対
策

委
員
長
）
と
公
明
党
新
発
日
南
支
部

の
石
山
洋
子
支
部
長
と
共
に
必
勝

を
誓
い
合
う
（
平
成
二
十
四
年
九
月
）

市
民
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に
て

昨
年
十
二
月
議
会
で
は

等
と
の
国
際
交
流
の
あ
り

い
て
」
「
姉
妹
都
市
や
韓
国

工
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推

メ
タ
ル
の
回
収
に
つ
い
て

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

新
潟
東
港
へ
東
北
電
力
火
力

発
電
所
を
視
察
す
る
。

い
て
」
三
点
、
市
の
方
針
を

公
明
党
新
発
田
市
議
団
は

本
年
も
効
果
的
な
提
案
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

民
主
党
政
権
に
よ
る
3
年

3
ケ
月
に
亘
る
稚
拙
な
政
権

運
営
は
、
全
国
の
地
方
自
治
体

に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
新
発

田
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
厳
し
い

行
財
政
運
営
に
対
し
、
小
さ
な

財
源
で
大
き
な
成
果
の
出
る

提
案
や
事
業
運
営
を
本
会
議

や
常
任
委
員
会
な
ど
、
こ
と
あ

る
こ
と
に
主
張
し
て
き
ま
し

た。
新
年
度
に
向
け
て
、
市
は

様
々
な
事
業
を
抱
え
、
更
に
厳

し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
地

方
と
国
の
唯
一
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
政
党
、
公
明
党
新
発
田
市

議
団
と
し
て
、
本
年
も
、
行
財

政
改
革
・
福
祉
政
策
・
教
育
施

策
・
安
心
安
全
等
、
市
民
生
活

に
密
着
す
る
提
案
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。


